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  「理論知識」と「実践知識」
１1  

～ 実践知識は身体に宿るもの ～ 5 

 

 

 

「理論知識」を豊かにするということはどういうことか。私たちはすでにそのイメージを持

っている。学校と呼ばれる場所で私たちが今日までに得てきたものの大半は「理論知識」で10 

あり、その多くは「教わった」ものである。教師から教わったものもあるし、本から教わっ

たものもある。教わって得るものは、知識そのものであったり、知識を整理するための枠組

みであったり、論理構造であったりした。「教わる」ということは、教える側が伝え、学ぶ側

がそれを受け止めることで、「知の移転」が行われるプロセスとして理解できるものである。

移転が起こる都度、学ぶ側の理論知識が増加する。 15 

これに対して「実践知識」は、教える側が学ぶ側に伝えることによって移転できる類のも

のではない。それでは、「実践知識」が豊かになるとはどのような現象で、それはどのような

プロセスを経て起こるものなのか。 

 

理論知識と実践知識のそれぞれが豊かになっていく現象とそのプロセスを対比的に理解す20 

                                                  
この教材は､これからケースメソッドによるディスカッション授業に参加する人々､あるいはこれからケースメソッドで教

えようとしている教師･講師に向けたガイダンス資料として､竹内伸一（ケースメソッド教育研究所）が作成した。 
 

この教材は、『ケースメソッドによる経営能力の育成』（2003,髙木晴夫,慶應義塾大学 

ビジネススクール）を読了した後でお読みください。 


